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カトリック

白
浜
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
じ
ゃ
け
え
の
う
・
教
区
の
動
き	

一
～
三
面

世
界
平
和
記
聖
堂
・
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー	

四
面

典
礼
の
窓
・
Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り	

五
面

地
区
・
海
峡
か
ら
の
風
・
広
島
教
区
の
施
設	

六
～
七
面

青
少
年
・
ひ
と
粒	

八
面

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

新
年
に
当
た
り
、
神
様
の
祝
福
が

皆
さ
ん
の
上
に
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

ア
レ
キ
シ
オ
　
白
浜
　
満
　
司
教

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
◆
先
日
行
わ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
。
私
は
、
侍

者
の
奉
仕
を
す
る
子
ど
も
達
の
姿

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
◆
ま

ず
、
黒
い
侍
者
服
を
着
て
い
る
中

高
生
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
当

に
か
っ
こ
い
い
。
こ
れ
は
も
う
、

幟
町
教
会
に
来
て
是
非
見
て
い
た

だ
き
た
い
！
さ
す
が
、
神
様
に
選

ば
れ
て
い
る
子
達
は
、
責
任
感
が

違
い
ま
す
。
大
人
の
入
る
余
地
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
◆
そ
し
て
、
そ

の
傍
で
赤
い
侍
者
服
を
着
て
奉
仕

を
し
て
い
る
の
は
小
学
生
。
一
人

ひ
と
り
キ
ラ
っ
と
光
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
み
ん
な
に
共
通
す
る

事
は
、
喜
ん
で
奉
仕
を
し
て
い
る

と
い
う
事
。
拝
領
の
歌
で｢

も
ろ

び
と
こ
ぞ
り
て｣

が
流
れ
た
時
、

司
教
様
の
隣
に
立
っ
て
い
る
男
の

子
が
ノ
リ
ノ
リ
で
歌
い
始
め
た
ん

で
す
。
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
そ
の
姿
は
と
て
も
象
徴
的
で
、

私
は
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
◆｢

い
つ
も
喜
ん
で
い
な

さ
い｣

と
聖
書
は
言
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
し
、
き
っ

と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
子
ど
も
達
を

通
し
て
、
イ
エ
ス
様
が
私
の
と
こ

ろ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
◆
私
は

こ
の
春
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
四

年
目
に
入
り
ま
す
。
節
目
の
年
。

こ
れ
か
ら
の
事
を
考
え
て
、
ど
う

し
よ
う
も
な
く
怖
く
な
る
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
時
思
い
出
す
の

は
、
あ
る
友
人
が
く
れ
た
こ
の
言

葉
。｢

わ
た
し
た
ち
き
っ
と
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
。
神
様
と
、
イ
エ
ス
様

と
い
っ
し
ょ
だ
か
ら
。
祈
っ
て
る

よ
‼｣

◆
春
は
出
会
い
の
季
節
で

す
。
新
た
な
巡
り
合
わ
せ
の
中

で
、
ま
た
神
様
と
出
会
い
た
い
。

そ
し
て
私
も
ま
た
、
誰
か
に
神
様

の
愛
を
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た

い
で
す
。
い
つ
も
、
喜
び
の
う
ち

に
。

　

（
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー

益
田　

な
お
）

「
祈
る
使
命
」
を
土
台
に

「
福
音
を
伝
え
る
使
命
」
に

向
け
て

　

主
の
降
誕
の
喜
び
の
う
ち
に

新
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
社
会
が
「
年
度
」
と
い
う

区
切
り
で
動
い
て
い
る
た
め
、

一
月
～
三
月
は
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
、
二
〇
一
七
年
度
の
締
め

く
く
り
の
時
期
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
区
創
立

百
周
年
（
二
〇
二
三
年
）
を
準

備
す
る
取
り
組
み
の
第
二
段

階
「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
一
年
目
に
、
わ
た
し
た
ち
は

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
わ

た
し
に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
」
（
ヨ
ハ
ネ
十
五
・
四
）
と

い
う
み
こ
と
ば
を
思
い
起
こ

し
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
主
イ

エ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め

に
、
教
会
の
祈
る
使
命
（
祭
司

大西助祭　司祭叙階式
久保神学生    助祭叙階式

日　時：3 月 21 日（水・祝）13：00 ～
場　所：カトリック山口教会
　　　　山口サビエル記念聖堂
　　　　    山口市亀山町 4-1　TEL  083-920-1549

司　式：アレキシオ 白浜 満 司教
受階者： ヘルマン ヨセフ 大西 勇史 助祭
　　　　ヨセフ 久保 裕己 神学生

職
）
に
注
目
し
、
わ
た
し
た
ち

の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
来

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
わ
た
し
た

ち
（
教
会
）
は
主
イ
エ
ス
か

ら
、
「
全
世
界
に
行
っ
て
、
す

べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音

を
の
べ
伝
え
な
さ
い
」
（
マ
ル

コ
十
六
・
十
五
）
と
い
う
命
令

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
と
く

に
四
月
か
ら
始
ま
る
二
〇
一
八

年
度
の
テ
ー
マ
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
二
頁
に
続
く
）

大西勇史助祭 久保裕己神学生

白浜　満　司教
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教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

協
働
体
制
の
導
入

　

日
本
の
社
会
の
少
子
高
齢
化

と
い
う
現
状
の
中
で
、
教
会
も

そ
の
煽
り
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
神
の

恵
み
に
信
頼
し
、
福
音
を
の
べ

伝
え
る
使
命
の
た
め
に
、
互

い
に
協
力
し
て
働
く
体
制
を

整
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
年
二
月

二
十
七
日
（
月
）
～
二
十
八
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
「
教
区

司
祭
大
会
」
で
提
案
さ
れ
、
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
な
ど
で
検

討
し
て
き
た
「
協
働
体
制
」

を
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
「
協
働
体
」

（
き
ょ
う
ど
う
た
い
）
と
は
、

地
理
的
な
区
分
で
は
な
く
、
隣

接
す
る
複
数
の
小
教
区
・
巡
回

教
会
・
集
会
所
、
セ
ン
タ
ー
、

修
道
院
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育

機
関
（
大
学
、
高
等
学
校
、
中

学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
な
ど
）
や
他
の
施
設
で
働

く
、
す
べ
て
の
司
祭
・
修
道

者
・
（
国
籍
を
超
え
た
）
信
徒

が
、
教
会
の
使
命
を
よ
り
よ
く

果
た
し
て
い
く
た
め
、
「
と
も

に
協
力
し
な
が
ら
働
く
人
の
共

同
体
」
を
意
味
し
ま
す
。
聞
き

慣
れ
な
い
「
協
働
体
制
」
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
に

つ
い
て
、
次
回
の
広
島
教
区
報

と
共
に
、
皆
さ
ん
に
は
、
も
っ

と
詳
し
い
「
説
明
文
書
」
を
配

布
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

信
徒
カ
テ
キ
ス
タ
の
養
成

　

ま
た
、
広
島
教
区
で
は
、
福

音
を
の
べ
伝
え
る
使
命
の
た
め

に
、
同
じ
よ
う
に
昨
年
の
「
教

区
司
祭
大
会
」
で
提
案
さ
れ
、

同
じ
よ
う
に
教
区
宣
教
司
牧
評

議
会
な
ど
で
検
討
を
続
け
て
き

た
「
信
徒
カ
テ
キ
ス
タ
」
の
養

成
を
、
二
〇
一
八
年
度
四
月
か

ら
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
最
終
的
な
準

備
の
た
め
に
、
今
年
も
、
一
月

二
十
九
日
（
月
）
～
三
十
日

（
火
）
に
「
教
区
司
祭
大
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
後

日
、
皆
さ
ん
に
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た

め
に
、
今
年
も
引
き
続
き
、
皆

さ
ん
の
お
祈
り
と
ご
協
力
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
二
〇
一
七
年
度
（
第
二
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

開
催
】

　

去
る
十
二
月
九
日
（
土
）
、

二
〇
一
七
年
度
第
二
回
広
島
司

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
（
以

下
、
教
区
宣
司
評
）
が
、
広

島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
白
浜
司

教
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
の

二
十
六
人
が
出
席
し
た
。

　

教
区
宣
司
評
は
、
白
浜
司
教

の
挨
拶
と
祈
り
か
ら
始
ま
っ

た
。
「
教
区
の
大
き
な
流
れ
を

決
め
て
い
く
会
議
で
す
。
忌
憚

な
い
意
見
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
」

　

野
中
神
父
（
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
長
）
か
ら
「
平
和
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
会
議
に
お

い
て
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
」
の
挨
拶
に
続

き
、
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
。

　

議
題
は
、
世
界
平
和
記
念
聖

堂
保
存
活
用
委
員
会
か
ら
の

保
存
修
理
工
事
の
状
況
報
告

か
ら
始
ま
り
、
続
い
て

二
〇
一
七
年
度
『
祈
る

使
命
』
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
白
浜
司
教

か
ら
次
の
四
つ
の
提
案

が
出
さ
れ
た
。

①
教
区
の
祈
祷
書
「
家

庭
の
祈
り
」
の
出

版
。
既
に
あ
る
「
家

庭
の
祈
り
」
に
他
の
祈
り

を
追
加
し
て
、
出
版
を
検

討
し
た
い
。
日
本
版
と
英

語
版
の
二
種
類
。

②
広
島
教
区
版
「
堅
信
式
の

式
次
第
」
の
出
版
。
教
区

典
礼
委
員
会
の
編
纂
に
よ

り
、
堅
信
式
の
準
備
に
役

立
て
て
も
ら
う
。
復
活
祭

頃
の
出
版
を
目
指
す
。

③
「
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕

の
し
お
り
」
の
出
版
。

④
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
永
久

聖
体
礼
拝
の
実
施
可
否
に

つ
い
て
。
名
古
屋
教
区
で

昨
夏
行
わ
れ
た
永
久
聖
体

礼
拝
を
参
考
に
、
世
界
平

和
記
念
聖
堂
で
で
き
な
い

か
？

　

続
い
て
議
題
は
、
二
〇
一
八

年
度
『
伝
え
る
使
命
』
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
使
徒
的
勧
告
「
福
音
の

喜
び
」
を
学
び
な
が
ら
、
「
出

向
い
て
祈
り
、
伝
え
、
仕
え
る

教
会
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

「
伝
え
る
」
た
め
に
祈
り
を

「
蓄
え
」
、
そ
し
て
行
動
を
始

め
て
頂
き
た
い
と
の
願
い
か

ら
、
次
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

①｢

聖
書
写
教
（
写
経
）｣

リ

レ
ー
（
二
〇
二
三
年
に
向

け
て
）
の
実
施
。

②
小
教
区
内
の
小
グ
ル
ー
プ

第0031号 
  清水フロールデリザ（幟町教会）
第0032号 
  運崎ジョセリン（幟町教会）
第0033号 
  行友レィア（幟町教会）
第0034号
  戸澤ロサリー（幟町教会）
第0035号
  瀬尾俊則（幟町教会）
第0036号
  丸本伸二（幟町教会）

教会スタンプラリー完了
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（
地
区
会
等
）
で
の
聖
書

通
読
と
分
か
ち
合
い
の
推

進
。

　

次
の
議
題
は
、
「
教
会
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
推
進
の
た
め

に
、
白
浜
司
教
か
ら
次
の
四
つ

の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

※
①
②
の
詳
細
は
二
頁
の
司
教

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
照
。

①
『
協
働
体
制
』
の
導
入
。

二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
予

定
通
り
「
協
働
体
制
」
を

導
入
す
る
こ
と
を
決
議
し

た
。
詳
細
内
容
は
、
復
活

祭
の
頃
、
司
教
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
教
区
民
に
配
布

予
定
。

②
信
徒
カ
テ
キ
ス
タ
の
養
成
。

③
教
区
要
理
の
編
さ
ん
。
教
区

要
理
編
さ
ん
小
委
員
会
に

て
作
業
中
。

④
在
日
外
国
籍
の
方
の
日
本
に

お
け
る
教
会
籍
の
作
成
。

永
住
す
る
在
日
外
国
籍
の

方
を
、
近
隣
の
小
教
区
で

教
会
籍
を
作
っ
て
頂
く
。

　

次
の
議
題
は
、
平
和
の
使
徒

推
進
本
部
か
ら
次
の
提
案
が
出

さ
れ
た
。

①
『
社
会
司
牧
デ
ス
ク
』
設

置
。
二
〇
一
八
年
四
月
か

ら
、
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
内
に
社
会
司
牧
の
た
め

の
デ
ス
ク
を
設
置
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。
野
中
神

父
（
総
責
任
者
）
、
中
井

神
父
（
担
当
責
任
者
）
、

専
従
職
員
一
名
を
ス
タ
ッ

フ
と
す
る
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
各

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報

告
、
出
席
し
た
評
議
員
か
ら

色
々
な
報
告
、
そ
の
他
諸
連
絡

が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三

時
間
の
教
区
宣
司
評
を
閉
会
し

た
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
は
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
ま
で
。

教区宣教司牧評議会の様子
場所：広島カトリック会館多目的ホール

最優秀賞の祗山有希子さんの作品

「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
ポ

ス
タ
ー
審
査
会
報
告

　

「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
三
年
間
を
有
意
義
に
過
ご

し
、
ま
た
諸
活
動
を
活
性
化
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
で
は
「
教
会
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
十
三

点
（
一
般
の
部
五
点
、
子
ど
も

の
部
八
点
）
、
審
査
員
を
白
浜

司
教
、
服
部
教
区
事
務
局
長
、

野
中
本
部
長
、
髙
井
真
一
さ
ん

（
北
若
山
教
会
所
属
）
に
お
願

い
し
、
昨
年
十
一
月
二
十
五
日

（
土
）
に
広
島
司
教
館
に
て
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
、
「
教
会

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
三
年
間

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
作
品

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
選
考

さ
れ
、
以
下
の
通
り
、
各
賞
が

き
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
子
ど

も
の
部
は
意
図
に
沿
う
作
品
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
最
優
秀
賞

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
優
秀
賞

 

祗
山
有
希
子
（
呉
教
会
）

優
秀
賞

 

小
野　

剛
（
防
府
教
会
）

 

吉
岡
麻
紀
（
倉
敷
教
会
）

 

東
広
島
教
会
日
曜
学
校

特
別
賞

 

倉
敷
教
会

（
多
数
応
募
が
評
価　

六
点
）

　

各
賞
の
皆
さ
ん
に
は
、
記
念

品
、
惜
し
く
も
選
に
も
れ
た
方

に
も
参
加
賞
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
、
祗
山
さ
ん
、

小
野
さ
ん
の
作
品
を
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
使
用
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

教
区
民
の
皆
さ
ん
、
次
回

チ
ャ
レ
ン
ジ
募
集
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
）

「教会へのチャレンジ」ポスター

最優秀賞は、祗
かみやま

山有希子（呉教会）さん

優秀賞は、小野　剛（防府教会）さん、

吉岡麻紀（倉敷教会）さん、

東広島教会日曜学校
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第
二
回
「
東
北
・
福

島
視
察
旅
行
」
報
告

　
広
島
教
区

　
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂

　

記
念
聖
堂
の

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

司
教
座
聖
堂
「
世
界
平
和
記
念

聖
堂
」
の
保
存
修
理
事
業
の
推
進

管
理
を
担
当
し
て
い
る
保
存
活
用

委
員
会
で
は
、
幟
町
教
会
と
協
働

し
て
、
記
念
聖
堂
の
献
堂
の
意
義

と
教
会
の
平
和
を
伝
え
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
和
巡
礼

者
へ
の
聖
堂
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
制
作
、
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
や
原
爆
死
没
者
の
た
め
の
平
和

祈
願
ミ
サ
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
定

期
演
奏
会
、
小
中
高
生
の
平
和
学

習
な
ど
で
あ
る
。
聖
堂
に
訪
れ
る

巡
礼
者
は
年
間
約
五
千
人
ほ
ど
に

も
な
る
。
多
い
年
に
は
八
千
人
も

来
堂
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
巡

礼
者
に
聖
堂
を
公
開
・
活
用
す
る

活
動
に
は
、
文
化
庁
の
地
域
活
性

化
事
業
と
い
う
新
た
な
補
助
制
度

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
保
存
修
理

事
業
の
完
工
ま
で
に
、
献
堂
の
歴

史
資
料
の
展
示
方
法
、
ビ
デ
オ
を

活
用
し
た
音
声
案
内
な
ど
地
域
活

性
化
事
業
の
検
討
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
記
念

聖
堂
の
耐
震
工
事
な
ど
の
保
存
修

理
事
業
は
、
戦
後
に
建
設
さ
れ
た

近
代
建
築
物
を
国
の
重
要
文
化
財

と
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
目
的
が

あ
る
。
文
化
財
指
定
の
説
明
文
に

は
、
記
念
聖
堂
が
「
原
爆
で
破
壊

さ
れ
た
広
島
の
街
の
戦
後
復
興
の

先
駆
け
と
な
る
建
物
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
悲
嘆
に
暮
れ
る
広
島
市

民
に
記
念
聖
堂
が
希
望
と
勇
気
を

与
え
た
建
築
物
の
一
つ
で
あ
り
、

文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
に
値
す

る
建
物
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

記
念
聖
堂
と
同
時
に
重
文
に
指
定

さ
れ
た
広
島
原
爆
資
料
館
も
同
様

で
あ
る
。
世
界
的
に
名
の
知
ら
れ

る
村
野
藤
吾
氏
や
丹
下
健
三
氏
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
近
代
建
築
物
で
あ

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、

原
爆
に
よ
り
焦
土
と
化
し
た
広
島

の
復
興
を
願
い
、
平
和
の
た
め
に

建
設
さ
れ
た
記
念
碑

と
し
て
の
建
物
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
保

存
す
べ
き
大
き
な
理

由
が
あ
る
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
を
推
進
す
る

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
）
に
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

が
授
与
さ
れ
た
。
被
爆
地
を
抱
え

た
広
島
市
や
広
島
県
も
禁
止
条
約

の
批
准
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
。
広
島
教
区
の
司
教
座
聖
堂
で

も
あ
る
記
念
聖
堂
が
原
爆
に
よ
り

破
壊
さ
れ
た
教
会
の
焼
け
跡
に
建

設
さ
れ
た
教
会
堂
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
を
求

め
る
活
動
に
何
か
し
ら
の
役
割
を

担
う
責
任
が
私
た
ち
に
預
け
ら
れ

て
い
る
。
自
ら
原
爆
を
体
験
し
、

原
子
爆
弾
の
非
人
道
的
な
破
壊
を

眼
の
あ
た
り
に
し
、
聖
堂
建
設
に

奔
走
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
主
任
司

祭
フ
ー
ゴ
・
ラ
サ
ー
ル
（
日
本
名

「
愛
宮
真
備
」
エ
ノ
ミ
ヤ
・
ラ

サ
ー
ル
）
神
父
の
平
和
を
求
め
る

祈
り
は
、
鐘
塔
に
置
か
れ
た
聖
堂

記
の
碑
文
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
じ
っ
く
り
と
再
読
さ
れ

た
い
。

（
世
界
平
和
記
念
聖
堂
・
保
存
活

用
委
員
会
）

外
壁
工
事
の
た
め
の
保
護
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
聖
堂

地下聖堂での平和学習の様子
不二聖心女子学院　2017/9/15

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座

口座名義：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入して
ください。

　

広
島
教
区
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
一
昨
年
よ
り
、
広
島
教

区
内
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
、
と
り

わ
け
福
島
第
一
原
発
に
よ
る
影
響

を
視
察
す
る
た
め
、
福
島
県
を
訪

れ
て
い
る
。
第
二
回
と
し
て
、

二
〇
一
七
年
十
月
十
二
日
（
木
）

～
十
四
日
（
土
）
の
日
程
で
福
島

県
の
原
町
、
浪
江
町
、
富
岡
町
、

飯
舘
村
、
川
俣
町
な
ど
の
視
察
が

行
わ
れ
た
。

第
二
回
視
察
の
報
告
①

　

宿
泊
し
た
相
馬
市
松
川
浦
の
旅

館
か
ら
な
が
め
た
漁
村
の
風
景
は

津
波
が
港
を
襲
っ
た
事
な
ど
ま
っ

た
く
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
、
人
々
も
何
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
放
射
能
被
害
に
よ
っ
て
長
い

間
、
帰
宅
困
難
地
域
に
な
っ
て
い

て
、
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
一
部

帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
浪
江

町
や
富
岡
町
で
は
全
く
様
相
が
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。
住
宅
や
店
舗

の
建
物
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て

も
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い
廃
墟
の

よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
、
町
で
見
か

け
る
の
は
住
民
が
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
に
、
環
境
整
備
の
た
め
に

働
い
て
い
る
作
業
員
や
公
務
員
で

す
。
住
民
が
戻
っ
て
こ
な
け
れ

ば
、
彼
ら
の
努
力
が
報
わ
れ
る
事

も
な
い
と
思
う
と
心
配
に
な
り
ま

す
。
多
く
の
住
民
が
戻
っ
て
、
普

通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
に
、
さ
ら
に
長
い
年
月
が
か

か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
同
じ

福
島
で
も
地
域
に
よ
っ
て
復
興
の

速
度
が
ず
い
ぶ
ん
違
う
事
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
旅
で
し
た
。

（
彦
島
教
会　

福
永
孝
章
）

第
二
回
視
察
の
報
告
②

　

私
は
、
昨
年
に
続
き
こ
の
度
も

参
加
し
ま
し
た
。
福
島
の
復
興

は
、
ま
だ
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
去

年
ま
で
あ
っ
た
家
が
解
体
さ
れ
て

い
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
の
な
い
家
、

朽
ち
た
屋
根
や
壁
、
ま
だ
新
し
い

家
、
た
だ
し
人
の
気
配
は
な
く
、

周
囲
は
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
住
宅
の
変
化
に
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
変
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山
口
島
根
地
区
か
ら
の
報
告

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

典礼の窓

白浜満司教

シリーズ「典礼の窓」では、
白浜司教による典礼の解説を
掲載します。

③

　

「
典
礼
」
は
、
わ
た
し
た
ち

の
現
実
の
世
界
か
ら
神
秘
の
世

界
へ
と
招
く
「
窓
」
に
喩
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
窓
を

開
け
る
と
、
新
し
い
空
気
が

入
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
窓
を

開
く
と
目
の
前
の
視
界
が
開
け

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
「
典

礼
」
に
も
、
「
窓
を
開
く
」
こ

と
に
類
似
し
た
二
重
の
恵
み
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
典
礼
」
は
、
「
こ
と
ば
」

と
「
し
る
し
」
を
媒
介
と
し
て

表
面
的
に
は
人
間
が
行
う
「
儀

式
」
と
い
う
形
で
し
か
示
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
目
に
は
見
え
な
く

て
も
、
神
の
新
し
い
息
吹
（
聖

霊
の
恵
み
）
と
神
の
こ
と
ば

（
思
い
）
が
注
ぎ
込
ま
れ
る
の

で
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
の
心
の
目
が

「
神
秘
の
世
界
」
に
向
け
て
開

か
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

主
の
降
誕
の
ミ
サ
の
叙
唱
の

中
で
、
司
祭
は
次
の
よ
う
に
祈

り
ま
し
た
。
「
・
・
・
人
と
な

ら
れ
た
み
こ
と
ば
の
神
秘
に

よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の

目
に
あ
な
た
の
栄
光
の
光
が
注

が
れ
、
見
え
る
も
の
と
な
ら
れ

た
神
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
見
え
な
い
も
の
へ
の
愛
に

強
く
惹
か
れ
ま
す
。
」
わ
た
し

た
ち
の
心
の
目
に
、
神
の
栄
光

を
認
め
る
信
仰
の
光
が
注
が

れ
、
幼
子
イ
エ
ス
の
う
ち
に

「
見
え
る
も
の
と
な
ら
れ
た
神

を
認
め
る
」
こ
と
か
ら
、
神
秘

の
世
界
へ
の
視
野
が
開
か
れ
て

い
き
ま
す
。
人
と
な
ら
れ
た
神

の
子
イ
エ
ス
の
降
誕
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
典
礼
の
基
礎
で
す
。

地
区
大
会
へ
の
参
加

　

昨
年
、
九
月
十
八
日
に
聖
ザ
ビ
エ

ル
教
会
で
山
口
島
根
地
区
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
今
回
も
在
住
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
多
く
の
参
加
を
得
、
広
場

に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
寸
劇
・

ダ
ン
ス
・
歌
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
山
口
県
・
島
根
県
の
各
地
域
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、
何
回
も
集

ま
り
、
練
習
し
た
結
果
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
一

口
に
言
っ
て
も
出
身
地
域
・
島
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
中
々

彼
ら
を
一
つ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、
数
名
の
方
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
方
は
「
や
れ
ば
出
来
る

で
は
な
い
か
」
と
い
う
自
信
、
参
加

者
の
間
で
は
「
ま
と
ま
っ
て
や
っ
た

満
足
感
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
そ
う
で
す
。
今
年
の
四
旬
節
に
も

あ
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、

良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
生
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
・

解
決

　

技
能
実
習
制
度
の
充
実
に
よ
り
、

今
日
ま
で
ア
ジ
ア
諸
国
（
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
等
）
か
ら
多
く
の
若

者
が
来
日
し
諸
技
能
の
習
得
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
（
製
造
業
、
建
設

業
、
農
業
、
食
品
産
業
等
で
）
。
皆

さ
ん
方
の
教
会
で
も
多
く
の
若
者
が

ミ
サ
に
参
加
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
最
近
で
は
山
口
県
で
は
ベ
ト
ナ

ム
の
若
者
の
人
数
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
若
者
よ
り
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
ご
く
最
近
で
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
若
者
も
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
来
日
を
始
め
て
い
ま
す
。
東
南
ア

ジ
ア
に
は
行
か
な
く
て
も
、
こ
れ
ら

の
国
の
人
達
を
知
る
事
が
出
来
る
ほ

ど
で
す
。

　

彼
ら
は
来
日
に
当
た
っ
て
は
、
自

国
で
日
本
語
学
校
で
の
基
礎
勉
強
、

渡
航
費
用
の
前
借
を
し
て
来
て
い
ま

す
。
そ
し
て
三
年
間
の
技
能
実
習
の

間
に
、
①
技
能
の
習
得
、
②
日
本
語

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
③
少
な
い
給
与

の
中
で
も
節
約
に
励
み
、
借
入
金
の

返
済
、
親
へ
の
送
金
等
、
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ミ
サ
後
に
彼

ら
と
話
を
さ
れ
た
方
々
は
実
感
し
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
性
格

が
非
常
に
純
粋
、
真
面
目
、
頑
張
り

屋
さ
ん
等
」
の
印
象
を
持
て
ま
す
。

し
か
し
彼
ら
が
全
員
三
年
間
の
実
習

を
問
題
な
く
送
れ
て
い
る
か
と
言
う

と
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
肉
体
的

あ
る
い
は
言
葉
に
よ
る
厳
し
い
対

応
、
長
時
間
労
働
、
報
酬
の
不
払

い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
不
正
保
管
等

が
あ
り
、
そ
の
件
数
は
、
昨
年
は

二
〇
〇
三
年
以
降
で
最
悪
の
数
値
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
の

耳
に
入
り
対
応
が
出
来
た
ケ
ー
ス
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
広
島
の
教
会

に
来
て
い
る
二
十
代
前
半
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
青
年
二
人
の
ケ
ー
ス
で
す

が
、
残
忍
な
対
応
を
す
る
雇
用
者
か

ら
受
け
た
痣
、
傷
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
労
働
組
合
の
専

門
家
（
土
屋
さ
ん
）
と
通
訳
の
Ｒ
・

ロ
ゼ
ラ
さ
ん
の
支
援
で
解
決
が
出

来
、
こ
の
若
者
は
い
ま
別
の
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
三
日
、
下
松
の
教
会
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
対
象
に
開
い
た
セ

ミ
ナ
ー
（
日
本
の
労
働
法
と
労
働
者

の
権
利
に
つ
い
て
）
で
は
広
島
か
ら

来
て
も
ら
っ
た
社
会
労
務
士
の
小
松

さ
ん
と
通
訳
の
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん

の
お
陰
で
、
研
修
の
解
約
、
送
還
寸

前
の
若
者
一
人
の
問
題
が
解
決
出
来

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
問
題
も
単
な
る

善
意
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
、
経
験
を

持
っ
て
お
ら
れ
方
た
ち
の
協
力
・
支

援
が
必
須
で
す
。
研
修
生
の
増
加
に

つ
れ
今
後
は
も
っ
と
問
題
が
出
る
で

し
ょ
う
。
問
題
は
初
期
に
把
握
し
、

専
門
家
の
協
力
で
解
決
し
た
い
も
の

で
す
。
小
教
区
に
来
て
い
る
若
者
と

の
対
話
を
増
や
し
、
問
題
が
あ
る
よ

う
で
し
た
ら
Ｊ—

Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
の
担

当
者
に
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

わ
ら
ず
の
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
回

収
し
た
汚
染
土
が
入
っ
て
い
る
）

の
山
積
み
を
見
て
、
出
口
の
な
い

ト
ン
ネ
ル
を
想
像
し
て
胸
が
痛
み

ま
し
た
。

（
下
松
教
会　

尼
崎
貴
代
美
）

参加者での集合写真（三本松教会）
原田豊己神父を囲んで
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下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

た
だ
な
か
で
祈
る

　

韓
国
済
州
島
の
江
汀
（
カ
ン
ジ
ョ

ン
）
村
は
、
二
〇
〇
七
年
に
米
海
軍

基
地
の
建
設
予
定
地
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
住
民
投
票
に
よ
り
基
地
建
設
反

対
を
決
め
、
環
境
保
護
団
体
や
宗
教

団
体
の
賛
同
を
得
て
反
対
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
二
〇
一
五
年
こ
の
江
汀

村
を
訪
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
住

民
や
支
援
団
体
の
必
死
の
行
動
も
空

し
く
基
地
建
設
は
大
詰
め
を
迎
え
て

い
ま
し
た
が
、
基
地
の
正
面
ゲ
ー
ト

前
で
は
毎
日
ミ
サ
が
行
わ
れ
多
く
の

信
徒
、
修
道
者
、
司
祭
が
祈
り
を
さ

さ
げ
て
い
ま
し
た
。　

　

場
所
が
正
面
ゲ
ー
ト
前
な
の
で
ミ

サ
の
途
中
に
資
材
搬
入
の
た
め
の
ト

ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
に
は
ミ
サ
は
中
断
さ

れ
参
列
者
は
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
警

察
官
の
手
で
移
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
が
過
ぎ
去
る

と
人
々
は
ま
た
何
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
椅
子
を
持
っ
て
移
動
し
、
ミ

サ
が
続
け
ら
れ
て
い
く
の
で
し
た
。

　

現
地
に
出
向
き
、
人
々
と
共
に
行

動
に
参
加
す
る
こ
と
は
普
段
か
ら
心

し
て
い
る
こ
と
だ
け
れ
ど
、
わ
た
し

は
ま
だ
辺
野
古
・
高
江
で
も
原
爆

ド
ー
ム
前
で
も
ミ
サ
に
は
あ
ず

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
平
和
記

念
聖
堂
で
平
和
の
た
め
に
祈
る
こ

と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
け
れ

ど
、
苦
し
み
と
対
立
の
た
だ
な
か

で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
こ
と
も
、
キ

リ
ス
ト
者
の
行
動
の
大
切
な
部
分

で
あ
る
こ
と
を
韓
国
の
教
会
の

人
々
か
ら
改
め
て
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

翌
年
の
六
月
正
平
協
の
大
分
集

会
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
伊
方
原
発
に

行
っ
た
と
き
、
正
面
ゲ
ー
ト
横
の

道
路
脇
で
原
発
に
頼
ら
な
い
安
全

で
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
、
再
稼

働
反
対
の
思
い
を
込
め
て
参
加
者

で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
本
当

に
小
さ
な
祈
り
の
輪
だ
っ
た
け
れ

ど
、
昨
年
十
二
月
に
広
島
高
裁
で

の
野
々
上
友
之
裁
判
長
に
よ
る
伊

方
原
発
三
号
機
運
転
を
禁
じ
る
決

定
を
聞
い
た
時
、
神
様
の
働
き
を

感
じ
ま
し
た
。

　
「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

通
し
て
キ
リ
ス
ト
の
祈
り
、伝
え
、

仕
え
る
使
命
に
与
ろ
う
と
す
る
わ

た
し
た
ち
。
教
会
の
敷
地
を
出
て

赴
い
て
い
く
先
を
、
こ
れ
か
ら
も

本
気
で
探
し
、
神
様
の
呼
び
か
け

を
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
シ
ス
タ
ー　

山
本　

紀
久
代
）

地
区
便
り

山
口
島
根
地
区

＊
き
ら
め
く
聖
堂
一
千
人
見
と

れ
る

山
口
・
ク
リ
ス
マ
ス
市
始
ま
る

　

日
本
で
は
じ
め
て
ク
リ
ス
マ

ス
が
祝
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

こ
と
に
ち
な
み
、
十
二
月
に
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
市
」
に
変
貌
す

る
山
口
市
で
一
日
、
そ
の
幕
開

け
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で
、

聖
歌
の
演
奏
や
聖
堂
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
あ
り
、
一
千
人
以
上

が
訪
れ
た
。

　

聖
堂
内
で
は
聖
歌
隊
の
演
奏

や
近
く
の
山
口
天
使
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る
合
唱
な
ど

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
市
の
始
ま
り

を
厳
か
に
祝
福
し
た
。
続
い
て

聖
堂
の
前
庭
で
は
、
室
町
時
代

の
守
護
大
名
・
大
内
義
隆
と

宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ

ビ
エ
ル
と
の
出
会
い
や
聖
堂

の
歴
史
を
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

や
色
と
り
ど
り
の
レ
ザ
ー
光

線
で
表
現
。
市
内
か
ら
両
親

と
訪
れ
た
少
女
は
「
黄
色
や

緑
、
紫
と
か
、
い
っ
ぱ
い
色

が
あ
っ
て
き
れ
い
」
と
見
と

れ
て
い
た
。
（2017/12/04

朝
日
新
聞
記
事
か
ら
）

＊
生
中
継
で
動
画
配
信

　

山
口
島
根
地
区
典
礼
研
修

会
（
講
師　

白
浜
司
教
）
が

一
月
二
十
七
日
（
土
）
十
三

時
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
宇
部
教

会
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
典
礼
研
修
会
を
生
中

継
で
配
信
し
ま
す
。
ス
マ

ホ
、
Ｐ
Ｃ
で
チ
ャ
ン
ネ
ル

ア
ド
レ
ス
（http://ustre.

am
/1Ae02

）
に
あ
わ
せ
て
観

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
第
三
回
地
区
宣
教
司
牧
評

議
会
お
よ
び
連
絡
会

日
時
：
一
月
十
四
日
（
日
）

十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会

館
多
目
的
ホ
ー
ル

＊
地
区
女
性
連
合
会
ミ
サ
・
研

修
会

日
時
：
一
月
二
十
六
日
（
金
）

十
時
～
十
五
時

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂
、

マ
リ
ア
ホ
ー
ル

ミ
サ
・
講
話
：
白
浜 

司
教

＊
広
島
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷

集
会

日
時
：
一
月
二
十
八
日
（
日
）

十
四
時
半
～

場
所
：
観
音
町
教
会

担
当
：
作
道
宗
三
神
父

＊
第
二
十
二
期
「
聖
体
授
与
の

臨
時
の
奉
仕
者
」
養
成
コ
ー
ス

〝
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
”

日
時
：
二
月
四
日
（
日
）
十
四

時
～
十
六
時
半

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

「
広

島
か
ら
、
平
和
を
考
え
る
」

日
時
：
二
月
二
十
五
日
（
日
）

九
時
半
ミ
サ
～
十
二
時

半

講
師
：
梶
山
義
夫
神
父
（
イ
エ

ズ
ス
会
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂
、

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル

＊
地
区
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
会

二
〇
一
七
年
度
第
二
回
研
修
会

　

「
信
仰
継
承
～
神
さ
ま
に
愛

広
島
地
区

ライトアップされた、山口教会サビエル
記念聖堂

生中継動画
サイトの
QRコード
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ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

36

広
島
教
区
の
施
設

　

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
建
築
さ

れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ホ
ー
ル
本
館
と
東

棟
は
、
外
壁
を
真
っ
白
に
塗
ら
れ
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
す
。
設

計
者
は
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
に
生
ま

れ
た
建
築
家
の
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ

ン
ド
（
一
八
八
八
～
一
九
七
六
）
。 

日
本
に
お
け
る
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、

今
も
当
時
の
ま
ま
で
使
わ
れ
続
け
て
い

る
素
晴
ら
し
い
建
築
遺
産
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
七

月
に
文
化
庁
か
ら
国
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
当
初
は
白
亜
の
殿
堂
と
称
さ
れ

て
い
た
校
舎
も
、
戦
争
時
に
は
空
襲
を

避
け
る
た
め
黒
く
塗
ら
れ
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
一
九
四
五
年
六
月
二
十
九
日

の
岡
山
空
襲
で
は
、
岡
山
清
心
女
子
専

門
学
校
と
清
心
高
等
女
学
校
の
生
徒
合

わ
せ
て
十
四
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
戦
前
に
建
て
ら
れ
な
が
ら
も
奇

跡
的
に
戦
災
に
は
あ
わ
ず
、
そ
の
ま
ま

の
形
を
残
し
続
け
て
き
た
校
舎
は
、

本
学
に
お
こ
っ
た
悲
し
い
出
来
事

を
、
行
き
交
う
多
く
の
学
生
た
ち
に

伝
え
る
生
き
証
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ホ
ー
ル
東
棟
の
二

階
部
分
に
は
大
学
聖
堂
が
あ
り
ま

す
。
静
か
に
思
索
し
た
り
祈
っ
た
り

す
る
た
め
に
、
こ
の
大
学
で
学
ぶ
す

べ
て
の
人
び
と
が
自
由
に
出
入
り
で

き
る
よ
う
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

左
上
写
真
、
聖
堂
の
後
方
に
そ
び

え
る
の
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

に
竣
工
し
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ホ
ー
ル

中
央
棟
で
す
。
約
九
十
年
前
に
建
築

さ
れ
た
伝
統
的
な
建
物
と
現
代
的
な

建
物
が
調
和
し
て
立
ち
並
ぶ
姿
は
、

「
変
え
て
よ
い
も
の
と
変
え
て
は
い

け
な
い
も
の
」
を
常
に
見
定
め
て
歩

む
本
学
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
本
学
で
は
、
昨
年
四
月
、
シ

ス
タ
ー
津
田
葵
が
理
事
長
に
原
田
豊

己
神
父
が
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

大学聖堂

前
方
は
東
棟
・
聖
堂
、
後
方
は
中
央
棟

さ
れ
て
い
る
か
ら
～
」
が
昨

年
十
二
月
二
日
（
土
）
三
篠

教
会
で
行
わ
れ
た
。
講
師
に

片
柳
神
父
を
お
迎
え
し
、
午

前
は
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の

言
葉
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に

子
育
て
世
代
へ
向
け
て
の
お

話
、
午
後
か
ら
は
信
徒
へ
向

け
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
使

徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜
び
』

序
文
よ
り
お
話
を
い
た
だ
い

た
。

　

参
加
者
は
広
島
市
近
隣
幼

稚
園
保
護
者
・
信
徒
・
青

年
、
合
わ
せ
て
四
十
八
人
。

　

次
回
は
、
二
月
四
日

（
日
）
九
時
半
ミ
サ
～
十
二

時
半
、
場
所
は
幟
町
教
会
、

講
師
は
白
浜
司
教
で
行
わ
れ

る
予
定
。

＊
伯
雲
協
働
体
勉
強
会

　

昨
年
十
月
二
十
二
日

（
日
）
、
米
子
教
会
の
二
階

ホ
ー
ル
で
白
浜
満
司
教
の
指

導
の
も
と
に
松
江
・
出
雲
・

米
子
の
伯
雲
協
働
体
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

勉
強
会
に
倉
吉
教
会
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
総
勢
六
十
名

を
越
え
る
信
徒
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
二
十
一
号
の

強
風
と
打
ち
つ
け
る
よ
う
な
大

雨
ま
で
も
一
緒
に
米
子
に
集

ま
っ
た
み
た
い
で
し
た
が
、
風

雨
に
も
負
け
す
集
ま
っ
た
信
徒

は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
白
浜
司

教
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

お
話
は
、
十
時
か
ら
十
三
時

ま
で
、
典
礼
に
つ
い
て
何
故
こ

の
よ
う
な
形
・
流
れ
に
な
っ
て

い
る
の
か
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
典
礼
の
勉
強
会
の
後
に
白

浜
司
教
の
司
式
で
ミ
サ
に
与

り
、
ミ
サ
中
に
米
子
教
会
の
聖

体
奉
仕
者
（
四
名
）
の
任
命
式

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
三
刀
屋｢

永
井
隆
博
士
平
和

祈
念
ミ
サ｣

　

昨
年
十
一
月
二
十
三
日

（
木
・
祝
日
）
、
伯
雲
協
同
体

主
催
で
、
雲
南
市
三
刀
屋
町
の

ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
「
永
井
隆

博
士
平
和
祈
念
ミ
サ
」
を
長
崎

に
ゆ
か
り
の
あ
る
光
教
会
主
任

司
祭
の
肥
塚
神
父
の
司
式
で
行

い
ま
し
た
。
ま
た
ミ
サ
後
に
浦

上
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
館
長　

岩
波
智
代
子
様
の｢

永
井
隆
博

士
の
浦
上
復
興
計
画｣

と
題
し

た
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
波
館
長
の
お
話
で
改
め
て

永
井
隆
博
士
が
い
か
に
平
和
を

望
ん
で
お
ら
れ
た
の
か
、
体
が

動
か
な
く
な
っ
て
寝
た
き
り
に

な
っ
て
も
、
平
和
を
伝
え
る
た

め
自
分
に
で
き
る
『
本
の
執
筆

で
、
平
和
と
浦
上
の
復
興
を
願

う
一
助
に
』
な
れ
ば
と
、
最
期

の
最
後
ま
で
「
今
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
行
う
」
と
い
う
素

晴
ら
し
い
姿
勢
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

岡
山
鳥
取
地
区

伯
雲
協
働
体

米子教会での勉強会の様子

左から、服部神父、野嵜神父、後藤神父、
肥塚神父、ミカエル金神父、荻神父
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「
日
本
の
教
会
へ
の
再
突
入
！
」

援
助
修
道
会
　
シ
ス
タ
ー
小
野
島
照
子

〈95〉

青
少
年
の
活
動

　

フ
ァ
テ
ィ
マ
の
聖
母
像
の
レ

プ
リ
カ
が
教
区
内
を
巡
回
し
て

い
る
。
新
し
い
教
区
の
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
願
い

た
い
。
（
み
）

　

十
二
月
二
十
三
日
に
幟
町
教

会
で
、
「
広
島
教
区
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
～
ク
リ
ぼ
っ
ち

防
止
大
作
戦
二
〇
一
七
～
」

が
行
わ
れ
た
。
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
。
世
間
で
は
「
ク
リ

ぼ
っ
ち
」
と
い
う
言
葉
が
流

行
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
教

会
に
来
れ
ば
イ
エ
ス
様
が
、
仲

間
が
、
と
も
に
居
る
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、
今
年
は
「
ク
リ

ぼ
っ
ち
防
止
大
作
戦
」
と
題
し

た
。

　

こ
の
呼
び
掛
け
を
も
と
に
、

広
島
市
内
の
教
会
に
所
属
す
る

青
年
を
は
じ
め
、
隣
接
す
る
エ

リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
学
生
、

神
学
生
、
司
祭
な
ど
約
三
十
名

が
集
っ
た
。

　

出
し
物
と
し
て
、
音
楽
大
学

の
学
生
に
よ
る
演
奏
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
各
々
が
用
意

し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
終
わ
り
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
待
降
節
に
歌

わ
れ
る
「Aube N

ouvelle

」

（
日
本
語
で
″
新
し
い
夜
明

け
〟
）
を
白
浜
満
司
教
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
り
、
幕
を

閉
じ
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
顔
を
出
し
た
人

や
初
め
て
訪
れ
た
人
な
ど
、
新

し
い
出
会
い
と
繋
が
り
が
広

が
っ
て
行
き
、
と
も
に
主
の
降

誕
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
温

か
な
気
持
ち
を
持
ち
帰
っ
て
多

く
の
人
と
分
か
ち
合
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
。

　

今
回
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
人
の
心
に
愛
と
喜
び

の
光
が
届
い
て
い
ま
す
よ
う

に
。

（
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー

中
塚　

汐
音
）

　

五
十
歳
に
な
る
三
か
月
前
、

十
五
年
間
海
外
で
働
い
て
帰
国
し

た
私
は
、
故
郷
広
島
で
、
し
か
も

受
洗
教
会
の
幟
町
教
会
へ
の
思
い

が
け
な
い
派
遣
を
い
た
だ
き
、

″
帰
国
子
女
〟
と
し
て
日
本
社
会

に
再
適
応
す
る
に
は
最
良
の
環
境

で
働
か
せ
て
貰
う
事
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
初
め
に
当
時
の
地
区
長
・

早
副
神
父
が
「
あ
ん
た
外
の
空
気

を
入
れ
て
く
れ
！
臨
時
の
聖
体
奉

仕
者
を
養
成
す
る
為
に
何
年
も
話

し
合
い
を
し
た
が
進
ま
な
い
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
ア
メ
リ
カ
で
は
既
に
信
徒

が
聖
体
奉
仕
を
し
て
い
る
現
実
を
話

し
て
く
れ
」
と
体
験
を
紹
介
出
来
る

チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
喜
ん
で
参

加
。
そ
し
て
、
斎
藤
主
任
神
父
は
、

「
信
徒
が
積
極
的
に
広
島
市
民
に
こ

の
教
会
を
市
民
紙
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
を
通
し
て
紹
介
し
、
た
く
さ
ん
の

市
民
が
教
会
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
そ
の
受
け
入
れ
と
、
マ
リ
ア

ホ
ー
ル
を
使
っ
て
教
会
の
活
性
化
に

役
立
つ
事
は
何
で
も
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
当
時
の
信
徒
リ
ー

ダ
ー
達
は
「
活
動
は
、
私
達
が
し
ま

す
が
、
そ
れ
が
ば
ら
ば
ら
な
活
動
に

な
ら
な
い
よ
う
に
軸
に
皆
が
繋
が
っ

て
お
れ
る
よ
う
に
シ
ス
タ
ー
は
そ
こ

に
い
て
く
だ
さ
い
」
と
不
思
議
な

「
深
い
指
令
」
を
く
だ
さ
っ
た
。
そ

れ
は
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
後

に
、
日
本
の
教
会
が
そ
の
精
神
を
生

き
る
為
に
開
催
し
た
「N

ICE

」I

・

II

に
皆
が
燃
え
て
い
る
頃
で
私
が
日

本
に
い
な
い
頃
の
こ
と
。
″
信
徒
使

徒
職
〟
に
燃
え
て
い
る
信
徒
達
と
の

出
会
い
で
多
く
を
学
ん
だ
。

　

私
は
ま
ず
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に

平
和
都
市
広
島
の
街
中
・
並
木
通
り

の
う
ど
ん
屋
で
月
一
回
世
界
平
和
を

祈
願
し
て
テ
ゼ
の
祈
り
の
集
い
を
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
で
始
め
た
。
教
会
で

は
、
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
を
通
し
て
教

会
を
知
っ
て
や
っ
て
来
る
人
々
の
為

の
入
門
講
座
や
子
育
て
に
悩
む
母
達

の
心
の
ケ
ア
を
す
る
集
い
を
始
め
、

精
神
障
害
者
を
家
族
に
抱
え
て
悩
む

家
族
が
集
う
自
助
グ
ル
ー
プ
や
、
救

い
を
求
め
て
藁
を
も
掴
む
思
い
で
、

小
教
区
を
超
え
て
教
会
を
訪
れ
る
信

者
や
未
洗
者
の
叫
び
を
聞
く
為
に
個

人
面
談
も
始
め
た
。
こ
れ
ら
は
今
日

ま
で
続
い
て
い
る
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
二
十
五
年
過
ぎ
た
。

　

初
期
の
時
代
か
ら
の
お
母
さ
ん
達

と
今
話
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
子
ど

も
達
の
未
来
を
い
つ
も
意
識
し
て
生

き
て
い
る
母
達
は
、
今
の
世
界
の
現

実
を
前
に
、
信
仰
者
と
し
て
神
の
国

の
実
現
の
為
に
求
め
ら
れ
て
い
る
証

の
あ
り
方
を
探
求
す
る
必
要
を
感
じ

て
活
動
し
て
い
る
。
皆
が
貴
重
な
体

験
を
分
か
ち
合
い
、
聞
き
合
う
時
間

と
、
内
な
る
自
分
と
の
出
会
い
を
通

し
て
体
験
を
確
認
す
る
作
業
で
力
を

得
て
、
毎
週
再
出
発
す
る
母
親
達
。

本
当
に
社
会
参
加
を
通
し
て
ど
ん
ど

ん
成
長
す
る
女
性
達
で
す
。
毎
月
又

は
毎
週
の
心
の
ケ
ア
の
実
り
を
彼
女

達
自
身
が
実
感
し
、
自
分
の
心
の
ケ

ア
を
し
つ
つ
活
動
し
て
い
る
彼
女
達

に
、
私
は
同
伴
さ
せ
て
貰
え
る
事
に

感
謝
。

　

こ
れ
か
ら
も
神
様
が
導
か
れ
る
ま

ま
に
、
現
場
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応

答
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
祈
念
し

つ
つ
。


